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冠會科學の建設慧・人と學説叢書

　思想に鶴境なし、國民二四が盛「：なればなろ程、健歪に、そして翼に國畏の繕華奄

獲輝するi：1［N洋の東西を隙裏す灘古知薪：こよって心の糧在羅坂する必要がある。だ

が思想。學融工之耀斤片的に讃んでも其の眞意を捉ぶるこε【咽難である。其の畦代

の環境と、その人の個性とに即して患想の全艦系為掴み、それとの闘聯に於て個々の

學説為理解しなければならな秘・「人と學設叢書」に靴會科學の護展に貢獣し、就會思想

の劔始智とも見るべき人々の學親為紹∫トけこもので各思想家の健認であると同時にそ

の時代の文化史でもある。　　　　（四六剣・総クロース装・優各1・20〒・80）

　大阪商大教授継濟學博士　田嫡仁義著

☆孔　　　　　　子

　クァレト・ジンガー著清水武諏

☆プ　ラ　ト　一　ン

　慶実義墾大忌教授　高橋誠一郎著

☆アリストテレース

　束京商大教授輕濟學二士　上璃辰：之助著

☆1・マス・アクヰナス

　東京帝大教授輕濟墨博士　本位田鮮男蕃

☆マルチン・ルッター

　慶旛義塾大學数授　野村無闇郊晋

☆荻　生　租　篠
　郎君大學教授輕濟學博士　櫓夢1・宰雄著

☆ケ　　　ネ　　　一

　東京繭科大戸助教授　杉村廣藏著

☆カ
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　大阪商科左學教授経濟學薄士　堀経夫答

☆デヴィド・リカアドウ

　東洋大學致授　河野正題著

☆へ　一　ゲ　ル

　法政ノく學数授農學醇士　小蜂武夫著

☆佐　藤　信　淵

　束北帝國大學教授　薪明正逡著

☆オーギュスト・コント

　大阪商科大學助教授　五島　茂著

☆ロバアト・オウエン

　關西學院教授　中島　重著

☆ス　ペ　ン　サー

　京都帝大教授法學嬉士　石田丈次郎著

☆オットー・ギールケ

株式會劇
戦　堂大　阪支店
　大阪市西隈阿波座下麺二丁臼
　マ緩話新田∫　五二　三三　　ソし　番

　振替大阪八一一三〇〇番


